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【手続補正１】
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【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　データフローダイアグラムそのままの各ブロックに対するテストを生成するように動作
可能な自動化テスト生成装置であって、
　各々がブロックのタイプに関連し、関連するブロックのタイプに対する入力値及び期待
される出力値の時間順を含む複数のテンプレートと、
　前記データフローダイアグラムが静的エラーを含むか否かを決定するように構成された
、静的分析モジュールと、
　動的分析モジュールであって、
　　（ａ）テスト対象ブロックとして前記データフローダイアグラムのブロックを指定す
るステップと、
　　（ｂ）前記テスト対象ブロックへの少なくとも１組のブロック入力値と、前記テスト
対象ブロックからの少なくとも１組の期待されるブロック出力値とを生成するために、前
記複数のテンプレートの内の１つを用いるステップと、
　　（ｃ）対応するデータフローダイアグラムの入力値を決定するために入力経路に沿っ
て前記ブロック入力値を伝播するステップであって、入力経路が、前記データフローダイ
アグラムの１つ以上の入力から前記テスト対象ブロックの入力へのデータ経路を記述して
いる一連のブロック及びアークを含むものと、
　　（ｄ）対応するデータフローダイアグラムの期待される出力値を決定するために出力
経路に沿って前記期待されるブロック出力値を伝播するステップであって、前記出力経路
が、前記テスト対象ブロックの出力から前記データフローダイアグラムの１つ以上の出力
へのデータ経路を記述している一連のブロック及びアークを含むものと、
　　（ｅ）テストベクトルを生成するために前記データフローダイアグラムの入力値と前
記データフローダイアグラムの期待される出力値を結合するステップと、
　　（ｆ）前記データフローダイアグラム中のブロックすべてが、前記テスト対象ブロッ
クとして指定されるまで異なるテスト対象ブロックを用いて前記（ａ）から（ｅ）を繰り
かえすステップと、
　　（ｇ）前記テストベクトルをテストケースに結合するステップと、
を実行するように構成された動的分析モジュールと、
を含む自動化テスト生成装置。
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【請求項２】
　前記データフローダイアグラムの各ブロックが、当該ブロックへの入力又は当該ブロッ
クからの出力のいずれかを記述する少なくとも１つのポートを有し、各ポートがデータタ
イプ及び値域情報を有しており、アークによって接続された一対のポートの各々のデータ
タイプ及び値域情報を比較してタイプ及び値域の衝突を確認することによって静的エラー
が決定され、
　前記静的分析モジュールが更に、タイプ又は値域の衝突が確認されたときにエラーメッ
セージを生成するように構成される、
ことを特徴とする請求項１記載のテスト生成装置。
【請求項３】
　前記動的分析モジュールが、対応するデータフローダイアグラム入力値を決定するため
の前記入力経路に沿ってブロック入力値を伝播させるための入力経路に沿ったブロックに
対する出力から入力への伝播仕様を用い、
　前記動的分析モジュールが、対応するデータフローダイアグラムの期待される出力値を
決定するために前記出力経路に沿って期待されるブロック出力値を伝播させるための出力
経路に沿ったブロックに対する入力から出力への伝播仕様を用いる、
ことを特徴とする請求項１記載のテスト生成装置。
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